
む
か
ん
ま
る 

                                   
 

       

 

二
〇
二
一
年
十
一
月
十
四
日(

日) 

護
憲
平
和
行
進(

通
算
６
５
７
回
目) 

 

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会 

事
務
局 

浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一―

一
五 

★
月
例
護
憲
平
和
行
進 

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合 

憲
法
の
理
念
は
生
か
さ
れ
た
か
？ 

☆
衆
議
院
議
員
選
挙
を
振
り
返
っ
て 

 

一
〇
月
三
十
一
日
、
政
権
与
党
に
有
利
な
日
程
と
方
法
で
衆
議
院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
振
り
返
り
考
え
て
見
ま
す
。 

自
民
党
の
単
独
過
半
数
と
立
憲
民
主
党
の
議
席
減 

◆
自
民
党
は
選
挙
前
の
二
七
六
議
席
か
ら
一
五
議
席
減
ら
し
た
も
の
の
、
二
六
一
議
席
を
確
保

し
、
単
独
で
国
会
を
安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
の
「
絶
対
安
定
多
数
」
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。 

菅
政
権
の
末
期
に
は
、
五
〇
か
ら
六
〇
議
席
減
ら
す
で
あ
ろ
う
と
、
メ
デ
ィ
ア
で
は
予
想
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
予
想
と
大
き
く
異
な
る
結
果
で
し
た
。 

 

◆
一
方
、
野
党
第
一
党
の
立
憲
民
主
党
は
、
一
〇
九
議
席
か
ら
十
三
議
席
減
ら
し
九
十
六
議
席

と
な
り
ま
し
た
。
野
党
共
闘
が
進
み
、
一
部
成
果
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
野

党
の
敗
北
、
そ
し
て
政
権
交
代
は
遠
の
い
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

◆
こ
の
現
象
に
つ
い
て
は
、
今
な
お
そ
の
分
析
が
専
門
家
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私

た
ち
は
別
の
角
度
か
ら
こ
の
問
題
を
見
て
み
ま
す
。 

  
 

投
票
率
が
上
が
ら
な
い
！ 

そ
の
裏
に
あ
る
意
図 

◆
前
回
の
平
和
行
進
で
、
私
た
ち
は
「
と
に
か
く
投
票
に
行
こ
う
！
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

し
か
し
総
務
省
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
今
回
衆
院
選
で
投
票
し
た
人
は
、
五
八
九
〇
万
一
六

二
二
人
、
投
票
率
は
五
五
・
九
三
％
で
戦
後
三
番
目
に
低
い
投
票
率
と
な
り
ま
し
た
。 

 

◆
今
年
の
ド
イ
ツ
の
国
政
選
挙
の
投
票
率
七
六
・
六
％
と
比
べ
る
と
目
を
覆
う
ば
か
り
で
す
。 

 

 

そ
こ
に
は
、
政
治
的
無
関
心
だ
け
で
説
明
で
き
な
い
あ
る
問
題
が
潜
ん
で
い
ま
す
。 

 

◆
今
回
の
衆
院
選
の
投
票
所
は
四
万
六
四
六
六
箇
所
で
、
前
回
よ
り
も
一
二
七
五
箇
所
、
率
に

し
て
二
・
六
％
も
減
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
締
め
切
り
時
間
を
繰
り
上
げ
た
投
票
所
が
全

体
の
三
六
・
五
％
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
政
権
側
が
意
図
的
に
投
票
率
を
上
げ

な
い
（
組
織
票
が
有
利
）
体
制
を
作
っ
た
と
し
か
思
わ
れ
ま
せ
ん
。 

 

◆
今
回
の
選
挙
で
、
改
憲
に
弾
み
が
付
く
可
能
性
に
、
私
た
ち
は
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
先
ず
投
票
所
を
減
ら
さ
な
い
こ
と
と
、
例
え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
投
票
と
い
っ
た
広
く
民
意
を
す
く
い
あ
げ
る
新
し
い
投
票
形
態
を
求
め
て
ゆ
き
ま
す
。 

       

浜松市憲法を守る会のホームページは http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/              で検索 護憲浜松 

http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/


               

☆
憲
法
九
条 

「
戦
争
の
放
棄
、
戦
力
及
び
交
戦
権
の
否
認
」 

 

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動
た

る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て

は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。 

  
 
 
 
 

 


